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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

１．緊急輸送道路の道路啓開方針と臨港道路の道路啓開について
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《各府県の耐震強化岸壁関連で必要な道路啓開ルート》

図1 堺泉北港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

凡 例

内閣府指定緊急輸送ルート

重点14路線（国道）
要啓開－臨港道路

要啓開－一般道路(市道等)

凡 例

緊急物資用岸壁(既設)－耐震強化岸壁ではないが、阪南港BCPで
緊急物資受入岸壁として位置づけられている

緊急物資用耐震強化岸壁(計画) 赤枠内は岸壁の名称

H2-2A

H2-1A

H2-2A

岸和田第2号

岸和田南ＩＣ
岸和田北Ｉ

Ｃ

臨海町中井町

府立和泉高校東

図2 阪南港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

N-1,2

甲子園地区物揚場

鳴尾NA-1
東海岸町沖地区HP-5

凡 例

基幹ルート

沿岸部ルート

沿岸部への進出ルート

要啓開－臨港道路

要啓開－一般道路

凡 例

緊急物資用耐震強化岸壁

赤枠内は岸壁の名称

西宮浜１丁目

西宮ＩＣ

鳴尾浜ＩＣ

尼崎東海岸ＩＣ

図3 尼崎西宮芦屋港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

凡 例

沿岸部ルート

骨格ルート(至る基幹ルート)
主要拠点への進出ルート

要啓開－臨港道路

凡 例

緊急物資用耐震強化岸壁

赤枠内は岸壁の名称

西浜地区
第３号岸壁

築地橋

図4 和歌山下津港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-3 航路啓開と道路啓開の整合について

《大阪市、神戸市の耐震強化岸壁関連で必要な道路啓開ルート》

此花地区北港

港地区安治川1号

大正地区鶴浜

南港地区Ａ

凡 例

内閣府指定緊急輸送ルート

重点14路線（国道）
要啓開－臨港道路

要啓開－一般道路(市道等)

凡 例

緊急物資用耐震強化岸壁

赤枠内は岸壁の名称

淀川左岸舞洲ＩＣ

島屋

天保山ＩＣ

南港中ＩＣ

図5 大阪港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

H-F,G

SE-W,X

M-A,B,C

M-I,J RF-3

KFC-3

凡 例

基幹ルート

沿岸部ルート

沿岸部への進出ルート

要啓開－臨港道路

要啓開－一般道路

凡 例

緊急物資用耐震強化岸壁

赤枠内は岸壁の名称

湊川ＩＣへ

深江ＩＣ

青木

生田川

摩耶業務センター

図6 神戸港の緊急物資輸送道路の連続性を確保するための道路啓開計画（案）
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

２ 背後道路（臨港道路等）の啓開課題
・各府県の道路啓開計画の72ｈ以内啓開路線との整合を勘案すると、大阪湾ＢＣＰでの海上輸送拠点の応急復旧及び背後の臨港

道路の道路啓開によって、概ね各府県とも最低限の輸送ルートの確保が見込めることとなっている。

：堺2区基幹的広域防災拠点での48ｈ以内（2日）の啓開目標についても、陸上からのアクセスルートも48ｈ以内（２日）

の啓開目標であることから、計画的な整合性は確保されている。

：その他の地域についても航路啓開と道路啓開との計画的な整合は確保されている。

・残された課題としては、概ね72ｈ以内に各府県1航路を目標とする航路啓開が達成されたとして、必要な道路啓開延長の約17ｋ

ｍの啓開をいかに実現するのかにかかっている。

図7 堺2区基幹的広域防災拠点に係る背後道路啓開ルート 図8 大阪府域道路啓開計画での48ｈ以内啓開道路網
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参考資料4-2 航路啓開と道路啓開の整合について

３．背後道路（臨港道路等）の啓開と連携した航路啓開の課題と対応

・今後の航路と道路の整合性のとれた啓開を推進していく課題としては、以下の2点が重要である。

①耐震強化岸壁、接続航路、背後道路の一貫した啓開ルートに関する計画をいかに実現していくか。

②各府県道路啓開計画では、概ね各耐震強化岸壁の背後までの啓開を72ｈ以内に完了することから、航路の被災状況を勘

案しつつ、それに応じた航路啓開ルートを臨機に整合させていく、といった応急復旧作業の効率的な実現のための、広

域的な調整態勢が求められる。

表1 実効性の高い航路啓開に向けた検討課題等

NEXCO


